式を使った説明１
（１）２つの５の倍数の和が５の倍数になることを説明しなさい。

（２）
連続する２つの奇数の和が４の倍数になることを説明しなさい。

（３）
連続する３つの自然数の和が３の倍数になることを説明しなさい。

（４）
３で割ると２余る数と３で割ると１余る数の和が３の倍数になることを


説明しなさい。

式を使った説明２
（１）２つの６の倍数の差が６の倍数になることを説明しなさい。

（２）
２つの偶数の和が偶数になることを説明しなさい。

（３）
連続する３つの奇数の和が３の倍数になることを説明しなさい。

（４）
２けたの数の10の位と１の位を入れかえた数ともとの数の和が11の倍数に

なることを説明しなさい。

式を使った説明３
（１）
２つの奇数の和が偶数になることを説明しなさい。

（２）
連続する３つの偶数の和が６の倍数になることを説明しなさい。

（３）
２けたの数の10の位と１の位を入れかえた数ともとの数の差が9の倍数に


なることを説明しなさい。

（４）
４で割ると３余る数と４で割ると１余る数の和が４の倍数になることを


説明しなさい。

式を使った説明４
(1)正の整数Ａ、Ｂを６で割った時の余りをそれぞれ４，５とする。

　①Ａ＋Ｂを６で割った時に余りを求めよ。

　②Ａ＋３Ｂを６で割った時の余りを求めよ。

(2) ３つの続いた偶数の和は6の倍数になります。
　中央の偶数を2nとして、このわけを説明しなさい。
(3) ５つの続いた整数の和は5の倍数になります。
　5つの続いた整数のうちもっとも大きい整数をnとしてこのわけを説明しなさい。

式を使った説明１
（１）２つの５の倍数の和が５の倍数になることを説明しなさい。


　　m、nを整数として、2つの5の倍数は5m、5nと表せる。

　　和は5m＋5n＝5(m＋n)

　　m＋nは整数だから、5(m＋n)は5の倍数になる。
　　だから、２つの５の倍数の和が５の倍数になる。

（２）
連続する２つの奇数の和が４の倍数になることを説明しなさい。


　　nを整数として、連続する２つの奇数は2n－1、2n＋1と表せる。
　　これらの和は2n－1＋2n＋1＝4n
　　だから、連続する２つの奇数の和が４の倍数になる。
（３）
連続する３つの自然数の和が３の倍数になることを説明しなさい。

　　nを整数として、連続する３つの自然数はn－1、n、n＋1と表せる。

　　これらの和はn－1＋n＋n＋1＝3n

　　だから、連続する３つの自然数の和が３の倍数になる。

（４）
３で割ると２余る数と３で割ると１余る数の和が３の倍数になることを


説明しなさい。


　　　m、nを整数として、３で割ると２余る数は3m＋2、

　　　３で割ると１余る数は3n＋1と表される。
　　　これらの和は3m＋2＋3n＋1

　　　　＝3m＋3n＋3



＝3(m＋n＋1)

　　m＋n＋1は整数なので、3(m＋n＋1)は3の倍数。

　　だから、３で割ると２余る数と３で割ると１余る数の和が３の倍数になる。

式を使った説明２
（１）２つの６の倍数の差が６の倍数になることを説明しなさい。


　　m、nを整数として、２つの６の倍数は6m、6nと表せる。
　　これらの差は6m－6n＝6(m－n)
　　m－nは整数なので、6(m－n)は6の倍数となる。

　　だから、２つの６の倍数の差が６の倍数になる。
（２）
２つの偶数の和が偶数になることを説明しなさい。

　　m、nを自然数として、２つの偶数は2m、2nと表せる。
　　これらの和は2m＋2n＝2(m＋n)
　　m＋nは整数だから2(m＋n)は偶数になる。
　　だから、２つの偶数の和が偶数になる。
（３）
連続する３つの奇数の和が３の倍数になることを説明しなさい。

　　nを整数とすると、連続する３つの奇数は2n－1、2n＋1、2n＋3となる。

　　これらの和は2n－1＋2n＋1＋2n＋3＝6n＋3＝3(2n＋1)
　　2n＋1は整数だから、3(2n＋1)は3の倍数となる。

　　だから、連続する３つの奇数の和が３の倍数になる。
（４）
２けたの数の10の位と１の位を入れかえた数ともとの数の和が11の倍数に


なることを説明しなさい。


　　10の位をm、1の位をnとすると、もとの数は10m＋n、

　　入れかえた数は10n＋mと表される。
　　これらの和は　10m＋n＋10n＋m＝11m＋11n＝11(m＋n)
　　m＋nは整数なので、11(m＋n)は11の倍数。

　　だから、２けたの数の10の位と１の位を入れかえた数ともとの数の和が11の

　　倍数になる。
式を使った説明３
（１）
２つの奇数の和が偶数になることを説明しなさい。



m、nを整数とすると、2つの奇数は2n－1、2m－1となる。

和は2n－1＋2m－1＝2n＋2m－2＝2(m＋n－1)

m＋n－1は整数なので、2(m＋n－1)は偶数になる。

だから、２つの奇数の和が偶数になる。
（２）
連続する３つの偶数の和が６の倍数になることを説明しなさい。


nを自然数とすると、連続する3つの偶数は2n、2n＋2、2n＋4と表せる。

和は2n＋(2n＋2)＋(2n＋4)＝6n＋6＝6(n＋1)

n＋1は自然数なので、6(n＋1)は6の倍数。

だから、連続する３つの偶数の和は６の倍数になる。
（３）
２けたの数の10の位と１の位を入れかえた数ともとの数の差が9の倍数に


なることを説明しなさい。


　　
10の位をm、1の位をnとすると、もとの数は10m＋n、

　　
入れかえた数は10n＋mと表される。

　　
これらの差は　(10m＋n)－(10n＋m)＝9m－9n＝9(m－n)

　　
m－nは整数なので、9(m－n)は9の倍数。

　　
だから、２けたの数の10の位と１の位を入れかえた数ともとの数の差は9の

　　
倍数になる。

（４）
４で割ると３余る数と４で割ると１余る数の和が４の倍数になることを


説明しなさい。


m、nを自然数とすると、４で割ると３余る数は4n＋3、


４で割ると１余る数は4m＋1と表せる。

これらの和は(4n＋3)＋(4m＋1)＝4m＋4n＋4＝4(n＋m＋1)

n＋m＋1は自然数なので、4(n＋m＋1)は4の倍数。

だから、４で割ると３余る数と４で割ると１余る数の和が４の倍数になる。
式を使った説明４
(1)正の整数Ａ、Ｂを６で割った時の余りをそれぞれ４，５とする。

　①Ａ＋Ｂを６で割ったときの余りを求めよ。


m、nを整数として、A＝6m＋4、B＝6n＝5と表せる。


　A＋B
＝6m＋4＋6n＋5


　　
＝6m＋6n＋9



＝6(m＋n＋1)＋3


だから、A＋Bを6で割った余りは3になる。

　②Ａ＋３Ｂを６で割ったときの余りを求めよ。


A＋3B
＝6m＋4＋3(6n＋5)


　　
＝6m＋18n＋19



＝6(m＋3n＋3)＋1


だから、A＋3Bを6で割った余りは1になる。

(2) ３つの続いた偶数の和は6の倍数になります。
　　中央の偶数を2nとして、このわけを説明しなさい。
　　中央の数を2nとすると、3つの連続した偶数は2n－2、2n、2n＋2となる。
　　和は2n－2＋2n＋2n＋2＝6n
　　nは整数なので6nは6の倍数になっている。
　　だから、３つの続いた偶数の和は6の倍数になる。
(3)　5つの続いた整数の和は5の倍数になります。
　　5つの整数のうちもっとも大きい整数をnとしてこのわけを説明しなさい。
　　5つの続いた整数はn－4、n－3、n－2、n－1、nと表せる。
　　和はn－4＋n－3＋n－2＋n－1＋n

＝5n－10

＝5(n－2)

n－2は整数なので、5(n－2)は5の倍数になっている。


だから、5つの続いた整数の和は5の倍数になる。
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